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	＜研究開発概要＞
	＜実施期間＞　平成15年度～平成24年度
	＜予算額＞　○国費総額　約　347億円
	＜総合科学技術会議における評価の経緯＞
	○ 事前評価：　平成14年12月25日　（総合科学技術会議決定)
	○ 事前評価のフォローアップ：
	平成16年8月4日    （評価専門調査会）
	＜文部科学省における事後評価の経緯＞
	○ 事後評価：　平成24年8月23日 （科学技術・学術審議会
	研究計画・評価分科会）

